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　これはNaCl が熱によって融ける様子をコンピュータを使ってシミュレートしたもので
す。大きさは 10万倍に拡大されていて、時間経過は普段の 100 兆分の 1のスピードで
進みます。つまり、このシミュレーションではNaCl の非常に小さい領域を、超スローモ
ーションで見ていることになります。赤色の球はNa、緑色の球はCl を表しており、原
子の動きに応じて色が明るくなったり暗くなったりしています。始めの温度は 300K(27
℃ ) で、NaCl は固体状態になっています。原子がゆらゆら動いているのは熱振動による
もので、温度が高くなるに従って原子振動は大きくなっていきます。温度が 1100K(827
℃ ) を超えると、NaCl は格子を保てなくなりばらばらになります。このことは氷が融け
て水になることと同じで、NaCl が熱で融けたことを表しています。
　次のシミュレーションは固体のNaCl に小さなNaCl を超高速で衝突させた様子をシミ
ュレートしたものです。衝突させたNaCl の速度は時速 5万 kmと非常に速いスピードで
すので、衝突した瞬間に固体のNaCl はばらばらに飛び散ってしまいます。つまり、小さ
なNaCl の運動エネルギーが固体のNaCl に伝わり一瞬にして蒸発してしまったことにな
ります。
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